
 

 

３.用水機場工 

〔記入例〕 
 



 

 

 

 

3-1 記入上の留意点



3-1-1 (記入例) 

用水機場工の記入上の留意点 
 

（１）総括表 

施設計画の概要が把握できる様、出来るだけ詳細に記入する。 

（２）1.1（設計目的、主旨等） 

有無の選択により、業務内容を明確にする。又、特記すべき事項については頁末の特記事項の欄に記入する。  

（３）1.2（設計基本条件）    

設計条件の根拠については必ず明記する。  

（４）1.6（対外関係） 

特記事項の欄に関係機関との協議日時、内容等を記入する。 

（５）1.7（貸与資料の確認） 

既に検討されている概略、基本設計、測量、地質調査等の業務名や関連事業等の資料名を特記事項の欄に記入する。 

（６）1.8（現地調査結果） 

現地調査日時を明記する。 

（７）1.9（設計計画） 

1.1（設計目的、主旨等）に於いて特記すべき事項が合った場合は、設計計画にどの様に反映されているか特記事項の欄 

に記入する。 

（８）2.1（協議事項） 

協議事項の内で特筆すべき事項があった場合は、特記事項の欄に記入する。 

（９）2.4（樋門、樋管の設計）、2.5（護岸工の設計）、2.6（仮締切工の設計） 

河川側との協議日時、指摘事項を特記事項の欄に記入する。 

（10）2.8（建屋設計） 

土木事務所、市町村役場、管轄消防署との協議日時、指摘事項を特記事項の欄に記入する。 

（11）2.10（鉄筋コンクリート構造物） 

各構造物ごとに作成する。 

機場工については、ポ技術書 P.519“ 表 13.1 ポンプ場の標準的な型式と特徴 ”のどのタイプに該当するか明示する。 

（12）2.11（基礎工） 

各構造物ごとに作成する。 

 



 

 

 

 

 

3-2 照査のフローチャート



3-2-1 (記入例) 

用水機場工 照査のフローチャート 

 

 発注者の作業         作業フロー図       請負者の作業 

 

発 注 準 備 

 

     所 内 検 討 会      業務発注前審査 

    (発注前のチェックリスト) 

契  約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 の 検討       

 

設 計 計 画       

 

 

 

 

 

 

 

 

      臨時打合せ 

 

 

 

水 理 計 算          

機 場 工 の 設 計          

樋 門 の 設 計 

護 岸 工 の 設 計          

仮 締 切 堤 設 計          

山 留 工 設 計          

 

 

 

第 1 回打合せ 仕様書，条件等の確認 

第２回打合せ 

照査 1 基本条件の照査   照査技術者 

第３回打合せ 
  確認 1 NO 

基本条件の確認 

NO 第 １ 次 
関係者協議 

YES 

Ａ 

YES 

条 件 等 提 示        

現 地 調 査 

基本条件整理 業務計画書の作成 



3-2-2 (記入例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

建 屋 の 設計       

 

 

 

 

 

 

 

 

      臨時打合せ 

 

 

 

詳 細 図 作 成        

数 量 計 算        

土 工 計 算        

施 工 計 画        

特別仕様書作成 

概算工事費積算 

 

 

 

 

 

 

 

      成果品の確認 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

YES 

照査 2 細部条件の照査   照査技術者 

NO 
細部条件の確認 

NO 第 ２ 次 
関係者協議 

YES 

YES 

第４回打合せ 
  確認 2 

照査 3 成果品の照査          照査技術者 

報 告 書 作成       

第５回打合せ 
  確認 3 NO 

成 果 品 提出       

YES 

検    査 



 

 

 

 

 

3-3 総 括 表



3-3-１ (記入例) 

 用水機場工総括表  

機場名 ○○○○○

用水機場 

事業名 ○○○○○○○○○農業水利事業 業務名 ○○○○ポンプ場 

設計業務            

機場の床形式、ポン

プ据付方式 

一床式  

押込み式 

水系名 ○○水系 河川名 ○○川 法区分 一級河川 発注者名 ○○○事業所 

機場の使用目的 水田用水  請負者名 〇〇〇コンサルタント 

設計精度 実施設計 

建屋の構造 

建屋面積（㎡） 

ＲＣ構造、実建坪 600 ㎡、全延面積 800 ㎡ 

（内訳）ポンプ室 530 ㎡、電気室 120 ㎡、操作室 120 ㎡、 

    休憩室 10 ㎡、台所 10 ㎡、トイレその他 10 ㎡ 機場の支配面積 灌漑面積 田：1,660 ha，畑： -- ha 

計：1,660 ha 作成年月日 H18.12.4 沈砂池又は遊水池 該当なし 

自動除塵機 該当なし 

吸込水槽 敷高 EL=1.800ｍ、天端高 EL=6.900ｍ、形状寸法 13.400×4.800ｍの１連 

ポンプ系の形態 沈砂池：なし 遊水池：なし 自動除塵機：なし 樋門：あり 

吸込水槽―Ｐ―送水管―吐出し水槽 

送水管路：あり 

送水管路の延長：6,900m 送水管路の管径：1,650 mm ウォーターハンマ対策：あり 

ウォーターハンマ対

策施設 

対策：あり、 フライホール 

ポンプ操作方法 自動操作 、機側操作 吐出し水槽 該当なし 

ポンプ制御方法 台数 ON-OFF 制御  速度制御 樋門 敷高 EL=2.700ｍ、断面 内幅 2.500ｍ、高さ 3.000ｍ、延長 8.500ｍの１連 

ゲート 形式 電動ローラー 、有効寸法 幅 2.500ｍ、高さ 3.000ｍの１連 設計の範囲 吸込水槽を含む設計  

全計を受けた設計  クレーン 定格荷重 3.20ｔ、形式：手動式チェーンブロック形 

地質の概要 中砂、シルトの互層 N=1……20、 支持層は、深度 22.0ｍよりの細砂層 ポンプの口径、台

数 

φ800mm×３台 

基礎対象構造物名 吸込水槽 機場 樋門 上屋 その他 

施設の揚水量 計画揚水量 4.200 m３/s、常時揚水量 3.400 m３/s、最小揚水量 0.400 m３/s 

計画水位及び実揚程 

基礎の種類形式 

杭径×杭本数 

PHC 杭 

D400×12 

SP 杭 

D600×44 

PHC 杭 

D400×11 

PHC 杭 

D400×14 

 

 

ポンプ No. No.1 No.2 No.3  

計画吐出し水位 

計画吸込水位 

設計点実揚程 

TP.5.300 

TP.5.200 

     0.100ｍ 

同左 同左  

施工計画 施工計画：あり 

仮設締切工：鋼矢板（１重）工法 

山留工：切梁式鋼矢板 

水替工：釜場排水工法 

工程計画：あり 

工事特別仕様書 工事特別仕様書 あり 

最高吐出し水位 

最低吸込水位 

最高実揚程 

TP.5.300 

TP.4.700 

     0.600ｍ 

同左 同左  

工事費（千円） 土木工事費 490,000  機械価格 730,000  合計 1,220,000 

検討課題 

照査 確認 

常時吐出し水位 

常時吸込水位 

常時実揚程 

TP.5.300 

TP.5.200 

        0.100ｍ 

同左 同左  

  

 

ポンプ形式 横軸両吸込渦巻き 同左 同左  基    準    名 発行年 略  名 

ポンプ口径（mm）        800 同左 同左  設計基準 設計「ポンプ場」基準書 技術書 H.18. 3 ポ基準書、ポ技術書 

設計点吐出量(m３/s)       1.400 同左 同左  設計基準 設計「パイプライン」基準書 技術書 H.10. 3 パ基準書、パ技術書 

設計全揚程（ｍ）       11.00 同左 同左  建設省河川砂防技術基準(案)設計編〔Ⅰ〕 H. 9. 9 砂防基準 

道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編 H. 14.3 道示Ⅳ下部工 

道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 H. 14.3 道示Ⅴ耐震 

   

   

原動機種類、形式 

原動機回転数 rpm 

原動機出力 kw or ps 

動力伝導装置 

巻線型、高圧 

    600(10P) 

     250 kw 

   直結タイプ 

同左 同左  

適用基準 

   

 



 

 

 

 

 

 

3-4 照 査 表 



3-4-1 （記入例） 

 

 
 
 

 

〔1〕基本条件の照査表  
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工  種 用 水 機 場 工 

○ ○ ○ ○ ポ ン プ 場 設 計 業 務 

発注者名 ○ ○ ○ ○ 事 業 所 請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成 18 年 12 月 10 日 照査の日付 

○ ○ ○ ○  印 照査技術者 
氏名・印 

○ ○ ○ ○  印 

業 務 名 

○ ○ ○ ○ コ ン サ ル タ ン ト 

平成 18 年 12 月 5 日 



3-4-2 （記入例） 

基 本 条 件 の 照 査 表 （１／３） 
工種： 用 水 機 場 工         

照  査 確  認 
No 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表

1)目的・主旨を理解しているか 特別仕様書 ○ ∨ ○ ∨ 
 

１ 設計目的･主旨等 
2)設計の範囲・数量及び主な作業項目とその精度、工程等に

ついて把握しているか 
業務計画書 ○ ∨ ○ ∨ 

 1.1 

(1)機場工 

1)吸込水位 

計画、最高、最低の常時の各吸込水位について確認し

ているか 

特別仕様書 

設計打合記録 
○ ∨ ○ ∨ 

 

2)吐出し水位 

計画、最高、最低の各吐出し水位について確認してい

るか 

 

○ ∨ ○ ∨ 

 

3)揚水量 

計画最大、最多頻度、最小の各揚水量を確認している

か 

 

○ ∨ ○ ∨ 

 

4)ポンプ、原動機の設計の有無について確認しているか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

5)建屋形式について確認しているか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

(2)樋門 

1)計画諸元（設計位置・規模・断面・河道計画との整合）

について確認しているか 

 

○ ∨ ○ ∨ 

 

2)ゲート等機械電気設備の設計の有無を確認したか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

3)ゲートの設計水位、操作水位を理解したか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

4)護岸タイプを把握したか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

２ 設計基本条件 

5)操作室上屋の有無を確認したか 
 

○ ∨ ○ ∨ 
 

1.2 

 



3-4-3 （記入例） 

基 本 条 件 の 照 査 表 （２／３） 
工種： 用 水 機 場 工         

照  査 確  認 
No 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表

(3)共通事項 

1)河道条件(河川改修計画の有無、堤防の断面、平面、縦

断、横断形状等)を把握しているか 

 

○ ∨ ○ ∨  

2)河川法に基づく適合技術基準等を確認したか  ○ ∨ ○ ∨  
２ 設計基本条件 

3)ポンプ設備の性能指標及びその確認方法について把握

しているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

1.2 

1)地盤構成の把握は適正か 設計打合記録 ○ ∨ ○ ∨  

2)土質定数の設定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

3)支持力、地盤バネ値の設定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

３ 基礎条件 

4)地下水位等の設定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

1.3 

1)重要度区分、地震動の設定は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2)地盤種別は適正か 設計打合記録 ○ ∨ ○ ∨  

3)地域別補正係数は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

４ 耐震設計条件 

4)建屋の耐震設計について適切に把握しているか  ○ ∨ ○ ∨  

1.4 

５ 施工条件 
1)施工条件の基本（スペース、交通条件、水の切廻し、電気

関係等）は確認したか 
設計打合記録 ○ ∨ ○ ∨  1.5 

６ 対外関係 1)対外協議事項とその内容について把握しているか 設計打合記録 ○ ∨ ○ ∨  1.6 

1)貸与資料の不足事項、追加事項があるのか 貸与資料 ○ ∨ ○ ∨  
７ 貸与資料の確認 

2)事業所に統一された基準要領があるのか 
 

○ ∨ ○ ∨  

1.7 

 



3-4-4 （記入例） 

基 本 条 件 の 照 査 表（３／３） 
工種： 用 水 機 場 工         

照  査 確  認 
No 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

1)対象地域の写真撮影を行っているか 
現地調書 

現場写真集 
○ ∨ ○ ∨  

2)機場設置予定地及びその付近の地形、地質（特殊土壌地帯）

並びに土地利用状況(地目)を把握しているのか 

 

○ ∨ ○ ∨  

3)現況の道路状況、河川状況を把握しているか 
 

○ ∨ ○ ∨  

4)機場設置予定地付近の既設構造物や支障となる障害物の有

無を確認しているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

８ 現地調査結果 

5)用地の制限条件を確認しているか 
 

○ ∨ ○ ∨  

1.8 

1)ポンプの形式、口径、台数の決定は適正か 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)原動機の機種、回転数及び出力の決定は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)各施設の形式は、原動機、附帯設備（水門設備、除塵設備、

換気設備等）の配置から適正か 

 
○ ∨ ○ ∨  

4)基礎工は地盤の地質条件及び地形状況から適正か  ○ ∨ ○ ∨  

９ 設計計画 

5)揚水量制御方法は適正か。 
 

○ ∨ ○ ∨  

1.9 

1)階段工の設置の有無の確認 

(護岸工に含まれるのか) 
設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)遮水工の設置の有無の確認 
 

○ ∨ ○ ∨  

3)護岸工の設置の有無の確認 
 

○ ∨ ○ ∨  

4)水位観測施設の設置の有無の確認 
 

○ ∨ ○ ∨  

10 そ の 他 

5)環境との調和に配慮した設計の必要性について確認       

1.10 

 



3-4-5 （記入例） 

 
 

 
 
 

 
〔2〕細部条件の照査表  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

工  種 用 水 機 場 工           
 

○ ○ ○ ○ ポ ン プ 場 設 計 業 務

 

発注者名 ○ ○ ○ ○ 事 業 所

 
請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成 18 年 12 月 10 日 照査の日付 

○ ○ ○ ○  印 照査技術者 
氏名・印 

○ ○ ○ ○  印 

業 務 名 

○ ○ ○ ○ コ ン サ ル タ ン ト

 

平成 18 年 12 月 5 日 



3-4-6 （記入例） 

細 部 条 件 の 照 査 表 （１／４） 
工種： 用 水 機 場 工        

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

１ 協議事項 1)関係者協議による諸条件に適合しているか 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  2.1 

1)キャビテーションが発生しないポンプの据付高さと回転数

となっているか確認する 
設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)サージングの検討はなされているか  ○ ∨ ○ ∨  

3)サージング対策の規模、設置位置及び種別の決定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

3)ウォーターハンマの解析方法及び数値は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)サージタンクの規模、設置位置及び種別の決定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

２ 水理計算 

5) ウォーターハンマの検討は行われているか 
 

○ ∨ ○ ∨  

2.2 

1)吸込水槽の規模、形状は渦流に対して適正か 

 (渦流防止、吸込管の空気吸込防止等の配慮) 
設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

機場工の設計 

(1)吸込水槽 

 

 2)吸込水槽入口に設置するスクリーンは設計水位差に対して

適正か 

 
○ ∨ ○ ∨  

(2)吐出し水 3)吐出し水槽の規模､形状は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

(3)沈砂池 
4)沈砂池の規模、形状は適正か 

 (平均流速、滞留時間の設定を含む) 

 
○ ∨ ○ ∨  

5)別途「鉄筋コンクリート構造物」及び「基礎工」の照査項

目を満足しているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

6)漏水防止対策は適正か      ○ ∨ ○ ∨  

7)液状化対策(検討)は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

３ 

 

(4)機場本体 

8)維持管理上の配慮は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2.3 

 



3-4-7 （記入例） 

細 部 条 件 の 照 査 表 （２／４） 
工種： 用 水 機 場 工        

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

1)函渠断面の円形、矩形、１連、２連は適正か 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)別途「鉄筋コンクリート構造物」及び「基礎工」の照査項

目を満足しているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

3)カラーの長さは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)函渠端部の補強厚さは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

5)門柱の高さ、操作台のスペースは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

6)液状化対策(検討)は適正か  ○ ∨  ∨  

7)設置位置(川表・川裏)及び構造(本体と一体構造)は適正か 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

8)高さ・長さ・天端巾は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

9)構造形式は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

10)高さは計画断面に合致しているか  ○ ∨ ○ ∨  

11)翼壁範囲は計画断面以上になっているか  ○ ∨ ○ ∨  

12)翼壁の平面形状の角度は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

13)水叩き工の範囲は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

４ 

樋門･樋管の設

計 

(1)躯体工 

 

 

 

 

(2)門 柱 

 

 

(3)胸壁・翼壁・

水叩き 

14)構造計算(安定計算)の算式及び荷重の算定は適正か 
 

○ ∨ ○ ∨  

2.4 

1)範囲、設置位置は適正か 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)設置高は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)階段工の構造は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)階段工の法面保護の範囲は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

５ 
護岸工の設計 

(階段工を含む) 

5)安定計算の算式及び荷重の算定は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2.5 

 



3-4-8 （記入例） 

細 部 条 件 の 照 査 表 （３／４） 
工種： 用 水 機 場 工        

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

1)構造、高さは適正か(設計水位) 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)設置位置は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)安定計算の算式及び荷重の算定は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)締切後の本川の流下能力は考慮されているか  ○ ∨ ○ ∨  

６ 仮締切堤の設計 

5)基礎工の形式、寸法は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2.6 

1)タイプと高さ、範囲は適正か 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)設置位置は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)安定構造計算の算式及び荷重の算定は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)基礎工の形式、寸法は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

７ 山留工の設計 

5)排水処理は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2.7 

1)建築基準法・同施工令及び消防法・同施行令等の関連法規

と各種構造計算基準又は地方公共団体の条例を尊守してい

るか 

設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)型式はポンプの機種及び形式と吸込水槽の設置位置等から

適正か 

 
○ ∨ ○ ∨  

3)各室はそれぞれの目的に合致し、機能的に優れ、かつ経済

的となっているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

4)ポンプ室の梁間及び高さは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

5)避雷針の必要性はないか  ○ ∨ ○ ∨  

6)室内仕上げ及び建具等は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

7)騒音防止対策、排水設備及び照明設備は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

8)給気、換気設備は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

８ 建屋の設計 

9)景観を配慮した設計となっているか  ○ ∨ ○ ∨  

2.8 

 



3-4-9 （記入例） 

細 部 条 件 の 照 査 表 （４／４） 

工種： 用 水 機 場 工        

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

(1)遮水工 

1)水平方向、鉛直方向の設置ｹ所、設置範囲は適正か 
設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)高さ、巾及び厚さは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)遮水矢板の型数、長さは適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)水平方向に可撓継手を使用しているか  ○ ∨ ○ ∨  

(2)護岸工 

1)範囲、構造形式は適正か 

  

○ 

 

∨ 

 

○ 

 

∨ 
 

(3)水位観測施設 

1)構造、形式は適正か 

  

○ 

 

∨ 

 

○ 

 

∨ 
 

2)位置は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

(4)防音・振動対策は必要か、また適正か  ○ ∨ ○ ∨  

９ そ の 他 

(5)電波障害対策は必要か、また適正か  ○ ∨ ○ ∨  

2.9 

 



3-4-10 （記入例） 

 
 
 
 

 

〔3〕成果品の照査表  
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

工  種 用 水 機 場 工

 

○ ○ ○ ○ ポ ン プ 場 設 計 業 務

 

発注者名 ○ ○ ○ ○ 事 業 所

 
請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成 18 年 12 月  10 日 照査の日付 

○ ○ ○ ○  印 照査技術者 
氏名・印 

○ ○ ○ ○  印 

業 務 名 

○ ○ ○ ○ コ ン サ ル タ ン ト

 

平成 18 年 12 月 5 日 



3-4-11 （記入例） 

成 果 品 の 照 査 表 （１／２） 
工種： 用 水 機 場 工       

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

1)打合せ事項は反映されているか 報 告 書 ○ ∨ ○ ∨  

2)設計手法は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)安定計算結果は許容値を満たしているか  ○ ∨ ○ ∨  

4)荷重、許容応力度の取り方は正しいか  ○ ∨ ○ ∨  

5)施工を考慮した計算となっているか  ○ ∨ ○ ∨  

6)荷重図、モーメント図は描かれているか  ○ ∨ ○ ∨  

7)作用応力度は許容値を満たしているか  ○ ∨ ○ ∨  

8)杭径、杭配置は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

１ 設計計算書 

9)地盤改良の範囲は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3.1 

1)規格は特別仕様書と整合しているか 設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  

2)全体一般図に必要な項目が記載されているか 

（水位、地質条件等） 
(設計図) ○ ∨ ○ ∨  

3)使用材料は計算書と一致しているか  ○ ∨ ○ ∨  

4)構造詳細図は適用基準及び打合せ事項と整合しているか  ○ ∨ ○ ∨  

5)計算結果に基づいた適切な配筋がなされているか  ○ ∨ ○ ∨  

6)水位、設計条件が図面に明示されているか  ○ ∨ ○ ∨  

7)図面が明瞭に描かれているか 

（構造物と寸法線の使い分けがなされているか） 

 
○ ∨ ○ ∨  

8)解り易い注意が記載されているか  ○ ∨ ○ ∨  

２ 
各工種別 

設計図作成 

9)電子納品要領に従った図面となっているか  ○ ∨ ○ ∨  

3.2 

３ 
各工種別 

数量計算 

1)数量計算は適用基準及び打合せ事項と整合しているか 

 （有効数値、位取り、単位、区分等） 
設計打合書 ○ ∨ ○ ∨  3.3 

 



3-4-12 （記入例） 

成 果 品 の 照 査 表 （２／２） 
工種： 用 水 機 場 工       

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 

該当対象 確 認 該当対象 確 認 
備  考 

設計内容 

(要点)記載表 

2)数量計算に用いた寸法は図面と一致しているか  ○ ∨ ○ ∨  

３ 
各工種別 

数量計算 3)数量とりまとめは、種類毎に材料毎に打合せに合わせてま

とめられているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

3.3 

1)施工方法区分又は工種区分毎に土工横断図を作成している

か 
土 工 図 ○ ∨ ○ ∨  

2)土取場,建設発生土受入地の位置は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)土工数量は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

４ 土工計算 

4)数量の単位止めは必要か。  ○ ∨ ○ ∨  

3.4 

1)施工時の道路･河川等の仮廻し計画は適正か 報 告 書 ○ ∨ ○ ∨  

2)工事用道路、搬入路計画は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

3)仮設工事用電気設備計画は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

4)施工法が適正か  ○ ∨ ○ ∨  

5)工事中の湧水処理は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

6)経済性、安全性が配慮されているか  ○ ∨ ○ ∨  

7)工事中の環境面(騒音、汚水対策等)が配慮されているか  ○ ∨ ○ ∨  

8)工事特別仕様書の内容は適正か  ○ ∨ ○ ∨  

５ 
施工計画･ 

特別仕様書 

9)指定仮設と任意仮設の判断は適正か。  ○ ∨ ○ ∨  

3.5 

1)報告書の構成は設計業務報告書標準様式(案)に準拠してい

るか 
報 告 書 ○ ∨ ○ ∨  

2)計算に使用した計算式、数量及び引用した文献等の出典及

び根拠は明確となっているか 

 
○ ∨ ○ ∨  

６ 設計報告書 

3)計算過程が理解しやすいようになっているか  ○ ∨ ○ ∨  

3.6 

７ コスト縮減対策 
施設の提案内容及び比較検討の過程や結果等の成果が整理

されているか。 
報 告 書 ○ ∨ ○ ∨   

 



 

 

 

 

3-5 設計内容（要点）記載表



3-5-1 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.1 （設計目的･主旨等 1/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

設計目的  ○○農業水利事業の用水施設として建設される○○用水機場の実施設計である。    Ｖ 

設計区分  □構想設計 □基本設計 ■実施設計    Ｖ 

始点（構造物名） 取水工（取水樋管）    Ｖ 
設計範囲 

終点（構造物名） 流量計室    Ｖ 

作業項目      Ｖ 

現地調査 ■有 □無                                Ｖ 

資料の検討 ■有 □無       準備作業 

特殊土壌地帯 □有 ■無     Ｖ 

比較検討 ■有 □無 
□送水方式 ■ポンプ機種 ■ポンプ台数 ■ポンプ口径 ■原動機機種  

□原動機出力 □クレーン ■機場位置 ■機場形式 ■基礎形式 

 

   Ｖ 
 設計計画 

機場規模の検討 ■有 □無 ■平面寸法 ■立面寸法    Ｖ 

揚程計算 ■有 □無     Ｖ 

ウォーターハンマの検討 ■有 □無     Ｖ  水理計算 

サージングの検討 □有 ■無     Ｖ 

吸込水槽の検討 ■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算 ■配筋計算    Ｖ 

吐出し水槽の検討 □有 ■無 □部材寸法の概定 □安定構造計算 □配筋計算    Ｖ 

沈砂池の検討 □有 ■無 □部材寸法の概定 □安定構造計算 □配筋計算    Ｖ 

機場本体の検討 ■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算 ■配筋計算    Ｖ 

設計図作成 ■有 □無 ■一般構造図 ■構造詳細図 ■配筋図    Ｖ 

 機場工の設計 

数量計算 ■有 □無 □概算 ■詳細    Ｖ 

躯体工の検討 ■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算 ■配筋計算    Ｖ 

門柱の検討 ■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算 ■配筋計算    Ｖ 

胸壁、翼壁、翼壁 

水路の検討 
■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算 ■配筋計算 

 
  Ｖ 

操作室、管理橋の 

検討 
■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算     Ｖ 

 樋門の設計 

門扉の検討 ■有 □無 □部材寸法の概定 ■安定構造計算     Ｖ 



3-5-2 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.1 （設計目的･主旨等 2/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

設計図作成 ■有 □無 ■一般構造図 ■構造詳細図 ■配筋図    Ｖ 
樋門の設計 

数量計算 ■有 □無 □概算 ■詳細図    Ｖ 

建屋の検討 ■有 □無 
■配置計画 ■部材寸法 ■構造計算 ■配筋計算 ■設備設計  

■特別仕様書 
   Ｖ 

設計図作成 ■有 □無 ■一般構造図 ■構造詳細図    Ｖ  建屋の設計 

数量計算 ■有 □無 □概算 ■詳細    Ｖ 

 護岸工の設計  ■有 □無 ■安定構造計算 ■一般構造図 ■構造詳細図 □概算数量 ■詳細数量    Ｖ 

 土工計画  ■有 □無 □概算数量 ■土工図作成 ■詳細数量    Ｖ 

 仮締切堤設計  ■有 □無 □概算数量 ■安定構造計算 ■構造図作成 ■詳細数量    Ｖ 

 山留工設計  ■有 □無 □概算数量 ■安定構造計算 ■構造図作成 ■詳細数量    Ｖ 

 施工計画の検討  ■有 □無 ■工程計画 ■施工方法    Ｖ 

 特別仕様書  □有 ■無 □主要工事の特別仕様書    Ｖ 

 概算工事費積算  ■有 □無 ■事例単価 □単価表作成    Ｖ 

点検とりまとめ  ■有 □無     Ｖ 

土木施設 □有 ■無 □取水水路 □ウォーターハンマ対策 □延長が40ｍ以上となる送水路    Ｖ 

附帯設備 □有 ■無 
□ポンプ設備 □機場内給排水管 □配線設備 □屋内外受電設備 

□除塵機   □焼却炉等の特殊な設計 

 

 
  Ｖ 

関連業務 □有 ■無 
□測量 □土質調査 

□建築確認申請業務 □河川協議 □ヒアリング資料作成 
   Ｖ 

機場管理計画 □有 ■無     Ｖ 

自動運転装置 □有 ■無     Ｖ 

河川樋門 □有 ■無 直轄河川に設置する大規模樋門    Ｖ 

場内整備 ■有 □無 場内整備工    Ｖ 

耐震設計 □有 ■無 レベル２地震動による検討    Ｖ 

その他 

その他 □有 ■無     Ｖ 

特記事項  



3-5-3 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.2 （設計基本条件 1/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

機場工      Ｖ 

用水源名  ○○  水系  ○○  川  P.2-43  Ｖ 

用水諸元 最高水位  EL= 5.800ｍ   平水位  EL= 1.300ｍ   渇水位  EL= 0.400ｍ   ポ技術書P81 P.2-50 

計画吸込水位  EL= 5.200ｍ （根拠 計画利水位－ 0.300                ） ポ技術書P93 P.2-50 

最高吸込水位  EL= 5.200ｍ （根拠   〃                      ） ポ技術書P93 P.2-50 

最低吸込水位  EL= 4.700ｍ （根拠 計画利水位－ 0.500                ） ポ技術書P93 P.2-50 

 吸込水位の確認 

常時吸込水位  EL= 5.200ｍ （根拠 計画利水位－ 0.300                ） ポ技術書P93 P.2-50 

 
Ｖ 

 

送水方式 □配水槽式 ■ポンプ直送式 □圧力水槽式 
パ基準書P 8 

ポ技術書P93 
P.2-11 

 

 
Ｖ 

計画吐出し水位  EL= 5.300ｍ （根拠 接続水路 HWL                   ） ポ技術書P93 P.2-50 

最高吐出し水位  EL= 5.300ｍ （根拠   〃                      ） ポ技術書P94 P.2-50 

吐出し水位の確認 

最低吐出し水位  EL=       （根拠                          ） ポ技術書P94  

 Ｖ 

計画揚水量  Qmax = 4.200 m３/s   P.2-70 

最多頻度揚水量  Qav  = 3.400 m３/s   P.2-70  揚水量の確認 

最小揚水量  Qmin = 0.400 m３/s   P.2-70 

 Ｖ 

ポンプ設備の設計  ■有 □無  P.2-80  Ｖ 

 原動機設計  ■有 □無  P.2-85  Ｖ 

床形式 
■一床式 □二床式 □半二床式 □コンクリートケーシング 

ポンプ形式 横軸両吸込渦巻より 
ポ技術書P712 P.2-75  Ｖ 

 建屋の構造 

ポンプ据付方式 ■押込式 □吸上式   経済性、キャビテーション、維持管理より ポ技術書P197 P.2-76  Ｖ 

樋門    P.2-130  Ｖ 

設置位置  ○○  川   ○○  Ｋ地点  ○  岸  P.2-43  Ｖ 

河道計画との整合 河川堤防定規  P.2-44  Ｖ  計画諸元 

樋門断面 幅 2.500ｍ、高さ 3.000ｍ､ 樋管長 8.500ｍ、余裕高 0.200ｍ、流速 0.800m/s 砂防基準 P.2-132  Ｖ 

 水門設備の設計  □有 ■無    Ｖ 



3-5-4 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.2 （設計基本条件 2/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

設計水位 前面水位  EL= 5.800ｍ 、後面水位  EL= 2.700ｍ  
河川砂防技術基準

（案） 
P.6-130  Ｖ 

開時 前面水位  EL= 4.800ｍ 、後面水位  EL= 5.800ｍ    〃 P.6-131  Ｖ 
 水門諸元 

操作水位 
閉時 前面水位  EL= 6.400ｍ 、後面水位  EL= 5.800ｍ    〃 P.6-131  Ｖ 

 護岸タイプ確認  □有 ■無  P.2-200  Ｖ 

 操作室上屋の 

有無確認 
 □有 ■無  P.2-210  Ｖ 

河道条件の把握 河川改修計画 □有 ■無  堤防定規、縦平面図、横断図  P.2-43  Ｖ 
共通事項 

適合基準の確認 基準名   河川砂防技術基準   河川改修事業例規集   工作物設置許可基準   P.2-44  Ｖ 

  ○○ 県土木事務所  P.10-1   他機関との 

協議経過   ○○ 市役所     

       

特記事項  

  



3-5-5 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.3 （基礎条件） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

 地質調査資料 ■有 □無  P.5-1  Ｖ 

 地質構成の把握 ■土質区分  ■層厚  P.5-10  Ｖ 

 土質定数の設定 ■土質試験値  ■推定式  P.5-20  Ｖ 

支持力、地盤     

バネ値の設定 
■支持層の決定  ■支持力の算定  ■地盤バネ定数の算定 道示Ⅳ下部工P243 P.5-30  Ｖ 

基礎条件 

 地下水位の設定 ■地質調査資料  ■その他（堰上げ水位等）  P.5-5  Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-6 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.4 （耐震設計条件） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

地震動 ■レベル１地震動 □レベル２地震動（□タイプⅠ □タイプⅡ） ポ基準書P573 P.6-5   

重要度 □Ａ種 ■Ｂ種 □Ｃ種   〃 P.6-5   

地盤種別 □Ⅰ種 ■Ⅱ種 □Ⅲ種 ＴＧ=  0.42    〃 P.6-5  Ｖ 

地域別補正係数 ■Ａ □Ｂ □Ｃ   ＣＺ=  1.0   ＣＳ２=  0.45    〃 P.6-16  Ｖ 

耐震設計条件 

建屋 Ｚ=  1.0    Ｒｔ=  0.8    Ａｉ=  1.0    Ｃ0=  0.2   ポ基準書P586 P.6-16  Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-7 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.5 （施工条件） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

施工条件 
施工条件の基本に 

ついて確認 

■施工時期  ■施工スペース ■交通条件 ■仮設道路   ■水の切り廻し ■水替工 

■仮設電力 ■騒音対策   ■振動対策 ■水質汚濁対策 □その他（     ） 

 

 

 

P.9-2 

 

Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-8 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.6 （対外関係） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

対外関係 対外協議事項 

河川：■有 □無  道路：□有 ■無  上水道：■有 □無  下水道：□有 ■無 

ガス：□有 ■無  電力：■有 □無  電話：■有 □無   埋蔵文化財：□有 ■無 

都市計画：■有 □無  その他 

 

 
P.10-5  Ｖ 

       

特記事項 ○○土木事務所  平成○○年○○月○○日  河川協議（河川計画諸元の確認） 

 ○○市役所    平成○○年○○月○○日  上水道協議（水道水利用可否）、都市計画の確認 

 ○○電力     平成○○年○○月○○日  電気使用条件 

  

 



3-5-9 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.7 （貸与資料の確認） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

位置図 ■有 □無  縮尺  1/15000    P.1-14  Ｖ 

平面図 ■有 □無  縮尺  1/250   P.1-14  Ｖ 

縦断図 ■有 □無  縮尺  1/100   P.1-14  Ｖ 

用地関係資料 ■有 □無  平成  ３  年度  P.1-14  Ｖ 

地質調査資料 ■有 □無  平成  ４  年度  P.1-14  Ｖ 

事業計画書 ■有 □無  平成  元  年度  P.1-14  Ｖ 

全体実施設計書 ■有 □無  平成  ７  年度  P.1-14  Ｖ 

周辺関連事業 □有 ■無  P.1-14  Ｖ 

関連業務報告書 □有 ■無  P.1-14  Ｖ 

資料 

他機関協議資料 ■有 □無  P.1-14  Ｖ 

事業所独自の指針 □有 ■無    Ｖ 
事業所基準等 

既存設計資料 ■有 □無  P.1-14  Ｖ 

       

特記事項 用地関係資料  平成○○年度 ○○測量業務成果報告書 

 地質調査資料  平成○○年度 ○○地質調査報告書 

 事業計画書   平成○○年度 ○○事業計画書 

 全体実施設計書 平成○○年度 ○○全体実施設計書 

  



3-5-10 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.8 （現地調査結果） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

計画地点の写真 ■有 □無  P.2-5  Ｖ 

現地の把握 ■地形  ■地質  ■地目  P.2-8  Ｖ 

道路河川の把握 ■河川改修計画 ■道路計画  P.2-20  Ｖ 

障害物の把握 □地上 □地下  P.2-21  Ｖ 

現地調査結果 

用地上の制約 ■騒音 ■振動 ■景観 ■日照 ■施工時の借地 □その他  P.2-30  Ｖ 

       

特記事項 現地調査  平成○○年○○月○○日 

  



3-5-11 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.9 （設計計画） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

設計計画    P.2-45  Ｖ 

ポンプ運転制御方式 ■台数制御 ■回転速度制御 □羽根角度制御 □吐出し弁制御 □その他（     ） ポ技術書P114 P.2-100  Ｖ 

ポンプ台数  3 台  危険分散、期別揚水量、運転時間   ポ技術書P113 P.2-73  Ｖ 

ポンプ口径  800 mm       mm  同口径、異口径、口径選定表       ポ技術書P148 P.2-74  Ｖ 

ポンプ形式 横軸両吸込渦巻（多段） 計画揚水量、全揚程、ポンプ適用線図、キャビテーションの検討 ポ技術書P132 P.2-84  Ｖ 

 ポンプ 

ポンプの比較検討 ■安全性 ■運転管理 ■維持管理 ■経済比較   〃 P.2-84  Ｖ 

計画揚程の設定 実揚程  Ha＝0.100 m   諸損失水頭  Hf＝10.900 m    全揚程  Ht＝11.000 m  ポ基準書P 19 P.2-84  Ｖ 

機種の決定 
■電動機 □ディーゼル機関 □ガスタービン 

■冷却方法 ■立地条件 ■運転状況 ■信頼性 ■維持管理 ■経済性 
ポ技術書P244 P.2-84  Ｖ 

回転数の決定 電動機、ディーゼル機関、ガスタービンの条件 ポ技術書P253 P.2-85  Ｖ 

 原動機 

出力の決定  250 kw  出力計算式、減速機、継手、余裕係数  ポ技術書P254 P.2-86  Ｖ 

ポンプ、原動機配置 ■騒音 ■振動 ■維持管理 ポ技術書P717 P.2-101  Ｖ 
 設備の配置 

附帯設備配置 ■受電 □水道 ■除塵処理 □その他  P.2-101  Ｖ 

地質条件 地盤構成：砂礫、砂質土、粘性土、軟岩  P.5-10  Ｖ 

支持層 地質：砂礫、層厚：10ｍ、Ｎ値：50、支持力：5,000kN/㎡  P.5-13  Ｖ 

基礎形式 □直接基礎 ■杭基礎 □ケーソン基礎 □その他（   ） ポ技術書P655 P.5-14  Ｖ 

支持力 ■支持力算定公式 □その他（    ） ポ技術書P660 P.5-15  Ｖ 

直接基礎 ■べた基礎 □フーチング基礎 □浮き基礎 ポ技術書P655 P.5-15  Ｖ 

■支持杭 □摩擦杭 □その他（    ）   〃 P.5-27  Ｖ 

■既製杭（□木杭 ■コンクリート杭 □鋼管杭 □合成杭） □場所打杭   〃 P.5-27  Ｖ 

 基礎工の検討 

杭基礎 

□打込杭 ■埋込杭 □掘削杭 □その他（    ）   〃 P.5-27  Ｖ 

特記事項  



3-5-12 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 1.10 （その他） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

階段工設置 ■有 □無  P.2-140  Ｖ 

遮水工設置 ■有 □無  P.2-140  Ｖ 

護床工設置 ■有 □無  P.2-139  Ｖ 
その他 

水位観測施設設置 □有 ■無  P.2-139  Ｖ 

特記事項  

  

 



3-5-13 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.1 （協議事項） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

協議事項 
関係者協議事項の 

反映 
  P.10-1  Ｖ 

特記事項  

  



3-5-14 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.2 （水理計算） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

キャビテーションの

検討 

■有 □無 

 ポンプ形式、検討流量、ポンプ据付高、吸込揚程、ポンプのポール数、 

ポンプ回転数比速度 Ns = N・√Q / H３／４   120≦Ns≦650  

ポ技術書P198 P.2-92 

 

Ｖ 

サージングの検討 □有 ■無 ポ技術書P349   Ｖ 

ウォーターハンマの解析 ■有 □無  P.3-18  Ｖ 

解析手法 □逐次計算法 □図式解法 ■特性曲線法 ポ技術書P351 P.3-19  Ｖ 

解析条件 ■ポンプ停止時 □流出弁閉鎖時    〃 P.3-19  Ｖ 

解析結果 ■最高圧力 ■最低圧力    〃 P.3-54  Ｖ 

ハンマ対策 ■要 □不要 対策手法  フライホイール設置     〃 P.3-55  Ｖ 

水理計算 

サージタンクの 

規模、位置 
サージタンクの形式、サージタンクの位置、サージタンクの規模、サージタンクの解析手法 ポ技術書P371   Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-15 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.3 （機場工） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

吸込水槽規模、形状 

ポンプ形式  横軸両吸込渦巻（多段）  ポンプ口径  D = 800  

吸水槽幅  3D = 2.400  潜没深  E = 1.040  ベルマウスの高さ  F = 1.200  

バッフルの □有 ■無 

ポ技術書P500 P.2-112 

 

Ｖ 

スクリーン検討 
スクリーン前流速  Va＜0.5m/s  スクリーン目幅  30 mm   除塵方式  手動   

構造計算■有 □無 
   〃 P.2-108  Ｖ 

吸込水槽形状 すり付角度  Q = 30゜ ポンプ前水平長  l = 1.500 m      〃 P.2-109  Ｖ 

吐出し水槽規模、 

形状 

ポンプ休止時間  10～20分  ポンプ揚水量、電動機出力 

ポンプサイクルタイム □10分 □30分 □60分 
パ技術書P370   Ｖ 

沈砂池規模、形状 
ポンプ封水、潤滑水、冷却水等に使用する水を取水する場合 

平均流速  0.02～0.07 m/s  滞留時間  10～20分  
ポ技術書P500   Ｖ 

構造計算、基礎工 別紙“鉄筋コンクリート物、基礎工設計内容記載表”による  P.6-160  Ｖ 

漏水防止対策 ■有 □無  P.6-160  Ｖ 

液状化対策 ■有 □無 抵抗率  FL = 0.85  深度  X = 8.00  土質定数の低減係数  DE = 0.667   P.5-10  Ｖ 

機場工 

維持管理上の配慮 ■有 □無    Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-16 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.4 （樋門の設計） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

樋門の設計      Ｖ 

断面の設定 形状  矩型   １連  寸法  2.500×3.000 m  函内流速  V = 0.80 m/s   P.2-132  Ｖ 

構造計算,基礎工 別紙“鉄筋コンクリート構造物、基礎工設計内容記載表”による  P.6-2  Ｖ 

カラーの長さ 樋管長  L=   m  カラー長  L=   m     Ｖ 

函渠端部の補強 t1 = 1.5 t（＜50 cm） ｔ：一般部部材厚 砂防基準 P.2-133  Ｖ 

門柱の高さ、操作台

寸法 

ゲート高  3.075 m  余裕高  50 cm   門柱高  3.775 m  

■標準設計 ■配電盤配置 ■管理余裕幅     B×L  3.900×3.000 m  

土標(樋門、樋

管)P.10 
P.2-134  

Ｖ 

 

 躯体、門柱 

液状化対策 ■要□不要 抵抗率  FL= 0.85  深度  X= 8.00  土質定数低減係数  DE= 0.667     〃 P.5-10  Ｖ 

設置位置 土留壁高は 1.5 m以内  砂防基準 P.2-136  Ｖ 

高さ,長さ,天端幅 高さ 護岸工下  0.400ｍ  長さ  1.05ｍ  天端幅  40 cm    〃 P.2-136  Ｖ 

構造形式 ＲＣ構造 底版幅  B=4.00ｍ   遮水工：■有 □無  可撓矢板：■有 □無   〃 P.2-136  Ｖ 

 胸壁 

計画断面と整合 ■OK □NO   〃 P.2-136  Ｖ 

設置範囲 □壁高+1.0m □取付水路護岸幅    B= 5.50ｍ    〃 P.2-138  Ｖ 

翼壁の平面形状 1：5 の拡幅   〃 P.2-138  Ｖ 

構造形式 タイプ ■Ａ □Ｂ   〃 P.2-138  Ｖ 

水叩き工の範囲 2Hルール   〃 P.2-138  Ｖ 
 翼壁 

構造計算手法及び 

荷重 

別紙“鉄筋コンクリート構造物、基礎工設計内容記載表”による 

      
  〃 P.6-19  Ｖ 

設置高 計画堤防高  EL =   ｍ  管理橋高  EL =   ｍ    〃   Ｖ 
 管理橋 

幅員 管理橋幅  B =    ｍ    〃   Ｖ 

 水門設備  

ゲ ー ト：■ローラゲート □スライドゲート 

開閉装置：□手動 ■電動 □油圧 

形  式：■ラック式 □ワイヤーロープ式 

  〃 P.2-140  Ｖ 

上屋の有無 □有■無    Ｖ 
 操作台上屋 

上屋の構造 上屋形状    Ｖ 

特記事項 門柱が堤防より高い位置となるので、管理橋はタラップ形式とする。 

○○土木事務所 平成○○年○○月○○日 構造協議 



3-5-17 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.5 （護岸工の設計） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

範囲、設置位置 ■構造物端部より上下流 10m 以上 □堤防開削範囲以上 砂防基準 P.2-139  Ｖ 

設置高は適正か 堤防定規断面（HWLまで）  ■OK □NO  P.2-139  Ｖ 

階段工の構造 管理者の形式とのチェック   ■OK □NO  P.2-139  Ｖ 

階段工の法面保護     〃         ■OK □NO  P.2-139  Ｖ 

護岸工の設計 

安定計算 □矢板護岸 □土堤 □応力度 □変位 □円弧スベリ計算  P.2-139  Ｖ 

特記事項 ○○土木事務所 平成○○年○○月○○日 構造協議 

  



3-5-18 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.6 （仮締切堤の設計） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

構造、高さの設定 管理者との協議 □土堤 □一重締切矢板 □二重締切矢板    Ｖ 

設置位置   〃     □OK □NO    Ｖ 

安定計算の方法 

設計水位   EL= 5.800ｍ  

設計荷重の確認 ■OK □NG 

円弧スベリ計算 ■有 □無 

矢板検討    ■有 □無 

   Ｖ 

本川の流下能力 

設計流量    EL= 5.800ｍ  

設計水位    EL= 5.800ｍ 

河川阻害率    ５ ％  

   Ｖ 

仮締切堤の設計 

河川協議 ■有 □無    Ｖ 

特記事項 ○○土木事務所 平成○○年○○月○○日 仮締切計画協議 

 当河川が掘込河道であり、非かんがい期の施工とするので、仮締時は設置しない。 

  



3-5-19 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.7 （山留工の設計） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

タイプ高さ、範囲 矢板形式  切梁式  施工地盤高  EL= 6.200ｍ  根切面高  EL= 0.379ｍ  標擁壁P106 P.8-1  Ｖ 

設置位置 矢板と構造物の余裕  B=   m    〃 P.8-1  Ｖ 

安定計算の方法 □自立矢板方式 ■切梁式方式 □仮設荷重 ■ボイリング □ヒービング □盤ぶくれ   〃 P.8-1  Ｖ 
山留工の設計 

排水処理の方法 ■釜場排水 □ディープウエル □ウエルポイント ポ技術書P808 P.8-1  Ｖ 

特記事項  

  



3-5-20 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.8 （建屋設計 1/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

関連法規との整合 ■建築基準法 ■消防法 □都市計画法 ■地方団体条令 □その他法規（    ） ポ技術書P710 P.7-2  Ｖ 

建屋形式 ■吸水方式 ■ポンプ機種 ■ポンプ据付方式 ■機器搬入   〃 P.7-5  Ｖ  

各室の設計に関して

の機能性、経済性の

検討 

■地下ポンプ室 □中央操作室 ■電気室 ■機械搬入口 □階段 ■排気消音器 

■換気装置ガラリ ■吸込水槽 □冷却水槽の点検排除口 □水位検出器の取付孔 

□点検歩廊 ■配管 ■配線 ■換気ダクト用貫通口 

ポ技術書P717 P.7-10  Ｖ 

ポンプ室の梁間、 

高さ 

梁間：ポンプ形式  押込式  

高さ：吊り上げパターン □１ ■２ □３ □４ 
ポ技術書P719 P.7-5  Ｖ 

建築構造 
□鉄骨構造 ■鉄筋コンクリート構造 □鉄骨鉄筋コンクリート構造 □コンクリートブロック造 

屋根の形状  寄せ棟  
ポ技術書P750 P.7-5  Ｖ 

避雷針の必要性 □高さ20ｍ以上は必要 ■地域性 □周辺状況  P.7-12  Ｖ 

建屋設計 

室内仕上げ及び建具

等の留意点 

室内仕上げ：色調、床材料、断熱、吸音 

建具等  ：採光、換気 
ポ技術書P738 P.7-20  Ｖ 

 
騒音対策 

騒音規制法   用途区域  住居専用   区域 第 １ 種区域  騒音規制値  45 dB  

騒音対策      騒音源、伝搬経路 
ポ技術書P740 P.7-13  Ｖ 

その他の対策 □振動対策 □排出ガス対策 □ごみ対策 □景観対策   〃   Ｖ 

Ｖ 

 

照明 

1)ポンプ場内の標準的な所要照明は、次の通りとする。 ポ技術書P739 

 

所要照度 

場   所 所要照度lx 備   考 

操作室の床面 

電気室の床面 

ポンプ据付の床面 

ポンプ駆動用内燃機関の据付床面 

補機の据付床面 

除塵機の据付床面 

吸込水路の水面 

ゲートの据付床面 

300 

150 

150 

150 

150 

50 

30 

30 

JIS Z 9110-1979による 

 

二床式の一床面（地下ポンプ室）は75（lx） 

 

 

 

スクリーン付近 

 

P.7-7  
 



3-5-21 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.8 （建屋設計 2/2） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

建屋設計 排水設備 ■排水溝 ■排水溜 ■排水ポンプ ポ技術書P739 P.7-30  Ｖ 

      Ｖ 

特記事項 ○○土木事務所 平成○○年○○月○○日 協議（内容：    ） 

 ○○市役所   平成○○年○○月○○日 協議（内容：    ） 

 ○○消防署   平成○○年○○月○○日 協議（内容：    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-5-22 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.9 （その他） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

その他       

遮水壁 ＲＣ構造 設置ヶ所  1 ヶ所  高さ  0.5ｍ  幅  1.0ｍ  厚さ  0.4ｍ  砂防基準 P.2-137  Ｖ 

遮水工設置ｹ所、範囲 鉛直方向設置ｹ所  2 ヶ所    水平方向設置ｹ所  2ヶ所    〃 P.2-137  Ｖ 

遮水矢板の型、長さ 矢板型 ■Ⅱ □Ⅲ 矢板長  3.0 m  クリープ比  Ca= 7.0    〃 P.2-143  Ｖ 
 遮水工 

可撓矢板の設置 ■有 □無   〃 P.2-143  Ｖ 

構造     Ｖ 
 水位観測施設 

位置     Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-23 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.10 （鉄筋コンクリート構造物） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

各構造物ごと 構造物名  機場工  ポ技術書P596 P.7-26  Ｖ 

構造物区分 □土木構造物 ■建築構造物 ポ技術書P519 P.7-27  Ｖ 

荷重条件の設定 ■常時 ■地震時 ■死荷重 ■活荷重 ■土圧 ■水圧 ■水平荷重 ■根入効果 ポ技術書P521 P.7-38  Ｖ 

許容応力度の設定 □土木構造物 ■建築構造物 ポ技術書P597 P.7-36  Ｖ 

■構造フレーム  ■安定計算  ■ラーメン解析 ■梁解析 ■版解析  ■モーメント図 
構造計算手法 

■せん断力図 
 〃 P.7-41  Ｖ 

部材厚のチェック ■OK □NO  ■せん断応力度 水路工  P118 P.7-61  Ｖ 

鉄筋量の算出 モーメント、軸力、せん断力、最小部材厚、鉄筋かぶり、許容応力度   〃 P.7-130  Ｖ 

鉄筋コンクリート

構造物 

配筋計画 必要鉄筋量、最小鉄筋量、継手、定着長   〃 P.7-150  Ｖ 

特記事項 機場工は、ポ技術書 P519 表13.1 の“一床式で押込式”に該当するので建築構造物として検討する。 

  



3-5-24 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 2.11 （基礎工） 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

各構造物ごと 構造物名  樋管  ポ技術書P655 P.5-20  Ｖ 

支持層の決定 地質、層厚、Ｎ値、支持層 ポ技術書P657 P.5-13  Ｖ 

地盤支持力算定 テルツァギー修正公式、沈下量の算出 ポ技術書P660 P.5-20  Ｖ 

荷重の算定 
■常時 ■地震時 ■死荷重 ■活荷重 ■土圧 ■水圧 ■水平荷重 

外力：■鉛直力 ■水平力 ■外力モーメント 
  〃 P.6-75  Ｖ 

水平耐力計算 □摩擦力 □受働土圧   〃 P.5-30  Ｖ 

基礎形式の決定 □直接基礎 ■杭基礎 □ケーソン基礎 □その他 ポ技術書P655 P.5-13  Ｖ 

直接基礎 ■ベタ基礎 □フーチング基礎 □浮き基礎   〃   Ｖ 

杭基礎 適用基準 ■道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 □建築基礎構造設計指針 ポ技術書P670 P.5-15  Ｖ 

 支持形式 ■支持杭 □摩擦杭   〃 P.5-27  Ｖ 

 杭種の選定 □場所打杭 ■既製杭 ■コンクリート杭 □鋼管杭 □合成杭   〃 P.5-19  Ｖ 

 杭径の選定 φ 400  φ 500  φ 600    〃 P.5-22  Ｖ 

 施工方法 □打込杭 ■埋込杭 □掘削杭 □その他   〃 P.5-23  Ｖ 

 支持力の算定 ■軸方向押込力 ■軸方向引抜力 ■水平変位量   〃 P.5-30  Ｖ 

 杭配置 最小杭間隔  2.5×D  最大杭間隔  10×D    〃 P.5-46  Ｖ 

 基礎杭の決定 ■経済比較   φ 400 ＜ φ 500 ＜ φ 600 より  φ 400    〃 P.5-101  Ｖ 

 杭体の設計 

□場所打杭 杭体配筋 

■コンクリート杭 ■Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種 

□鋼管杭 板厚  t=   mm   

  〃 P.5-50  Ｖ 

基礎工 

 杭頭部の設計 □Ａ方法 ■Ｂ方法    D13×6    〃 P.5-103  Ｖ 

特記事項  

  

  



3-5-25 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.1 （設計計算書1/2）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

打合せ事項の反映 ■OK □NO  P.10-1  Ｖ 

機場：  ■OK □NO  P.6-169  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.6-37  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

安定計算結果は許容

値以内か 

その他： □OK □NO     

機場：  ■OK □NO  P.6-160  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.6-2  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

荷重、許容応力度は

適正か 

その他： □OK □NO 仮設道路で施工機械運搬時の荷重の考慮する様に修正     

機場：  ■OK □NO  P.6-190  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.6-90  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

施工を考慮した計算

か 

その他： □OK □NO     

機場：  ■OK □NO  P.6-241  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.6-47  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

荷重図,モーメント

図は描がかれている

か 

その他： □OK □NO     

機場：  ■OK □NO  P.6-250  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.6-50  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

作用応力度は許容値

以内か 

その他： □OK □NO     

機場：  ■OK □NO  P.5-110  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.5-50  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

設計計算書 

（各工種ごと） 

基礎形式は妥当か 

その他： □OK □NO     



3-5-26 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.1 （設計計算書2/2）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

機場：  ■OK □NO  P.5-46  Ｖ 

樋管：  ■OK □NO  P.5-60  Ｖ 

沈砂池： □OK □NO     

杭径、杭配置は適当

か 

その他： □OK □NO     

機場：  □OK □NO     

樋管：  □OK □NO     

沈砂池： □OK □NO     

設計計算書 

（各工種ごと） 

地盤改良は適正か 

その他： □OK □NO     

       

特記事項  

  



3-5-27 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.2 （各工種別設計図）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

規格は特別仕様書と

整合しているか 
■OK □NO    Ｖ 

一般図に必要項目の

記載はあるか 
■OK □NO （水位、地質等）    Ｖ 

使用材料は計算書と

一致 
■OK □NO （コンクリート、鋼材規格）    Ｖ 

構造詳細図は適用基

準、打合せ事項と整

合されているか 

■OK □NO     Ｖ 

計算結果に基づいた

配筋か 
■OK □NO    Ｖ 

水位、設計条件が明

示されているか 
■OK □NO    Ｖ 

図面は明瞭か ■OK □NO    Ｖ 

解り易い注記がされ

ているか 
■OK □NO    Ｖ 

設計図面 

（各図面ごと） 

メーカを指定するよ

うな図面となってい

ないか 

■OK □NO    Ｖ 

特記事項  

  



3-5-28 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.3 （各工種別数量計算）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

数量計算適用基準  

(有効数値、単位、区分)

に合致 

■OK □NO    Ｖ 

数量計算と図面寸法と

の整合 
■OK □NO    Ｖ 

数量計算 

（各工種ごと） 

とりまとめは、工種、

材料毎となっているか 
■OK □NO    Ｖ 

       

特記事項  

  



3-5-29 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.4 （土工計算）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

施工区分毎に土工図

を作成しているか 
■OK □NO    Ｖ 

土取場、建設発生土

受入地の位置は適切

か 

■OK □NO    Ｖ 

土工数量は適正か ■OK □NO    Ｖ 

土工計算 

施工機械の検討がな

されているか。 
■OK □NO    Ｖ 

特記事項  

  



3-5-30 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.5 （施工計画・特別仕様書）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

道路、河川の切廻計

画は適正か 

□有 ■無   道路  幅    ｍ  延長    ｍ  舗装断面       

□有 ■無   河川  幅    ｍ  延長    ｍ  河川断面       

 

 
  Ｖ 

工事用道路計画は適

正か 
■有 □無 道路  幅  6.00 m  延長 20.0 m  舗装断面  砂利    P.9-4  Ｖ 

仮設電気設備計画は

適正か 
□有 ■無 （受電電圧(高圧､低圧)、受電期間）    Ｖ 

施工方法は適正か ■OK □NO  P.9-10  Ｖ 

湧水処理は適正か ■OK □NO  P.9-15  Ｖ 

経済性、安全性の配

慮は適正か 
■OK □NO  P.9-20  Ｖ 

工事中の環境対策 ■OK □NO  P.9-2  Ｖ 

工事特別仕様書は適

切か 
■OK □NO    Ｖ 

施工計画 

他機関との協議は必

要か。 
■OK □NO    Ｖ 

特記事項  

  



3-5-31 (記入例) 

設計内容（要点）記載表 3.6 （設計報告書）以下の資料については照査技術者から受けた修正を記録する。 

検  討  項  目 

内   容 詳    細 
内       容 出典根拠 

報告書 

記載頁 
備  考 

照 

査 

標準様式（案）に準

拠しているか 
■OK □NO    Ｖ 

設計報告書 

計算過程が明確か ■OK □NO    Ｖ 

コスト縮減対策 提案されているか ■OK □NO    Ｖ 

特記事項 

 
 

 


